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①発送数 ②未到着分 ③回収数(率) ④有効回収数(率) ⑤無効数

2,000 9 959（48.2％） 957（48.1％） 2

率は③/（①-②) 率は④/（①-②)

Ⅰ 調査の概要

１．調査の目的

男女がお互いの人権を尊重し、社会のあらゆる分野の活動に参画する男女共同参画

社会の実現を目指すにあたって、今後の総合的かつ効果的な施策や計画を検討するた

めの資料を得ることを目的とします。

２．調査の内容

・男女平等について

・子育てや教育について

・仕事について

・ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について

・介護について

・男女の人権について

・男女共同参画社会の推進に向けて

・フェイスシート（回答者の属性）

３．調査の設計

①調査地域 高槻市全域

②調査対象 満 20 歳以上の市民（平成 22 年 10 月現在）

③調査対象者数 2,000 人

④抽出方法 住民基本台帳および外国人登録台帳からの年齢別、男女別

層化無作為抽出

⑤調査方法 郵送による調査票の配布と回収、及び葉書による督促１回

⑥調査時期 平成 22 年（2010 年）12 月 13 日～12 月 26 日

４．回収の結果

５．報告書の見方

（１）集計結果はすべて、小数点第２位を四捨五入しており、比率の合計が 100.0％に

ならないことがある。

（２）回答比率（％）は、その質問の回答者数を基数(N=Number of case)として算出し

た。

（３）図表では、コンピューター入力の都合上、回答の選択肢を短縮している場合があ

る。
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（４）本文中、表やグラフに次にあげるような表示がある場合、複数回答を依頼した質

問である。

・MA%(Multiple Answer)＝回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する

場合

・2LA%(2Limited Answer)＝回答選択肢の中からあてはまるものを２つ以内で選択

する場合

・3LA%(3Limited Answer)＝回答選択肢の中からあてはまるものを３つ以内で選択

する場合

複数回答のパーセントについては、サンプル数に対する割合を示しており、合計し

ても 100％とはならない。

（５）百分比（％）どうしの比較における差は、原則として「…ポイント」という表現

とした。

（６）調査結果の考察文中にある二重括弧（『・・・』）は２つの選択肢を総合したこと

を表す。（例：「平等になっている」＋「ある程度平等になっている」→『平等』）

（７）本調査は、標本調査であるので、調査結果には統計上の誤差（標本誤差）が生じ

る。本調査の主な標本誤差（信頼度を 95％にした場合）の幅は次の通りである。

標本誤差 ＝ ±1.96

【標本誤差一覧】

母集団の比率(p)

90 80 70 60
母集団数

(N)

有効回答数

(n)
10 20 30 40

50

全体 286,044 957 ±1.9% ±2.5% ±2.9% ±3.1% ±3.2%

女性 148,209 549 ±2.5% ±3.3% ±3.8% ±4.1% ±4.2%

男性 137,835 390 ±3.0% ±4.0% ±4.5% ±4.9% ±5.0%

20 歳代 19,418 51 ±8.2% ±11.0% ±12.6% ±13.4% ±13.7%

30 歳代 27,876 99 ±5.9% ±7.9% ±9.0% ±9.6% ±9.8%

40 歳代 23,910 81 ±6.5% ±8.7% ±10.0% ±10.7% ±10.9%

50 歳代 21,481 84 ±6.4% ±8.5% ±9.8% ±10.5% ±10.7%

女

性

60 歳以上 55,524 233 ±3.8% ±5.1% ±5.9% ±6.3% ±6.4%

20 歳代 18,857 30 ±10.7% ±14.3% ±16.4% ±17.5% ±17.9%

30 歳代 27,659 55 ±7.9% ±10.6% ±12.1% ±12.9% ±13.2%

40 歳代 23,725 55 ±7.9% ±10.6% ±12.1% ±12.9% ±13.2%

50 歳代 19,380 56 ±7.8% ±10.5% ±12.0% ±12.8% ±13.1%

男

性

60 歳以上 48,214 193 ±4.2% ±5.6% ±6.5% ±6.9% ±7.0%

N-n

N-1
・

p(1-p)

n

ただし、
N-n

N-1
≒1

N ＝ 母集団数

n ＝ 基数(有効回答数)

p ＝ 母集団の比率(％)


